平成２６年度　第一回鶴岡市空き家等審議会（会議概要）
日　時：平成２６年１１月１８日（火）午後２時～３時３０分
場　所：鶴岡市役所　大会議室（東）
主席者：秋保充也会長、井上孝紀委員、山本斉委員、阿部俊夫委員、渡部忠彦委員　

　　　（事務局）

　　　　　川畑市民部長、五十嵐環境課長、富樫課長補佐、齋藤専門員
佐藤建築課長、白井主査　　　

事務局：（開会）

会　長：（挨拶）

事務局：議長を秋保会長にお願いします。
会　長：協議に入ります。空き家対策の状況について事務局の説明をお願いします。

　　　　最初に適正管理について説明をお願いします。
事務局：（環境課説明）

最初に空き家相談実績について説明いたします。平成２６年度９月末現在で９４件の相談を受け付けています。平成２５年度は暖冬・小雪で後半の相談件数が少なく１３８件でしたが、今年度の積雪次第では過去最高を記録する件数で折り返しています。

適正管理指導につい説明いたします。空き家の相談を受けますと、まず相談内容に基づいた現地の実態調査を行います。次に所有者の特定を行い、所有者に対して口頭もしくは文書で適正管理の指導を行います。指導は訪問や電話連絡が可能であれば口頭で行うようにしております。文書指導については口頭指導が出来ない場合や何度指導してもなされない場合に行っております。件数については口頭指導２２件、文書指導１３件となっています。勧告文書は何度指導しても全く対応しないまま放置されて不適正な状態が著しい場合に行いますが今年度の実施はありません。応急措置は周辺への危害が切迫した場合に行う緊急的な対応でありまして、鶴岡地区で１件行っています。
相談受付後の経過について説明いたします。今年度９月末まで受付した９４件の相談案件を１０月下旬に現地踏査して対応が完了したかを確認しています。家屋とそれ以外の相談に分けた結果は、家屋に関する相談４６件のうち１８件が完了（完了率３９.１％）、家屋以外の相談４８件のうち３５件が完了（完了率７２.９％）、全体の完了は５３件（完了率５６.４％）となっています。
家屋以外の相談では敷地内の樹木の越境や草の繁茂、アメシロや蜂に関することなど多種多様です。家屋に関する相談は倒壊の危険、瓦や雨どいの落下や飛散の心配など様々ですが、老朽度が高い場合は解体しかなく所有者による即対応が難しいケースも多く継続対応となっています。継続の理由としては文書等への応答がないが約４割、対応を約束したが実施されないが約２割、相続放棄や連絡不能が約２割、その他は経済的な問題や所有者の健康問題など様々です。

最後に、条例に基づく応急措置を２件実施しております。
会　長：　ご意見、ご質問をお願いします。

委　員：　件数は相談空き家の件数ですか、相談延べ件数ですか。

事務局：　空き家件数です。

会　長：　次に有効活用について説明をお願いします。

事務局：（建築課説明）

平成２６年度に有効活用に関する２事業を実施しています。その１つ目が「鶴岡市移住推進空き家利活用支援事業補助金」で、移住定住推進と空き家の利活用を図ることを目的として、移住希望者、若者世帯、新婚世帯等がＮＰＯ法人つるおかランドバンクの空き家バンク事業を利用して空き家を購入、または賃貸借して改修する場合にその工事費を補助するものです。これは県に同様の補助金がございまして、市で実施する補助金の財源が県の補助金になっております。対象者については、自ら居住する住居として空き家バンクを利用して空き家を購入、もしくは賃借してその空き家を改修する場合で、平成２６年２月１日から平成２７年１月３１日までに空き家を購入または賃借する方。期間を同じくして空き家バンクを利用して移住世帯等に貸す為に改修する所有者の方となっています。また、住宅リフォームの支援補助事業も実施していますが、それとの併用が可能です。ただし、重複の支給はできませんので、たとえば、空き家の利活用の補助金は内装で使い、台所やトイレの改修はリフォーム補助金を使うという申請は可能です。また、補助額についてはそれぞれの該当条件により補助率と補助額の上限が変わります。若者世帯、新婚世帯、それから県外からの移住世帯すべてに該当する方が空き家を購入して改修する場合は補助率が３分の２、上限４０万円ですが、該当条件が１つ少なくなるにしたがって補助率と限度額が変わります。ただし、若者世帯でも新婚世帯でも県外からの移住世帯でもないという方であっても対象になりますので、つるおかランドバンクの空き家バンクから住宅を求めて空き家の改修をしようとする方には、いくらかでも補助金が出る仕組みになっています。現在、交付決定予定が１件、申請予定が１件となっています。

　　　　　２つ目は「鶴岡市中心市街地居住促進事業」です。中心市街地の指定区域内にある不良住宅を市が寄付を受けて解体、整地をして、その跡地を若者世帯や移住希望者に対して住宅用地として供給し中心市街地の居住促進を図るという事業で、国と県の住宅供給公社の事業を活用して実施しています。空き家所有者から土地建物の寄付申し込みを受けて、不良住宅の判定を行い、不良住宅に該当する判断が下された場合に寄付の申し込みを受け付けします。市が住宅供給公社に除却業務等を委託し、住宅供給公社が解体工事と所有権の移転手続き、そして解体整地工事等を行い市に引き渡します。宅地は居住促進基金に積み立てて、中心市街地の居住希望者へ売却し収益を基金に入れる仕組みです。指定区域は中心市街地活性化基本計画に定める区域とそれに隣接する区域で今年度は６月２日から２０日までの期間を申込期間としております。現在、申込のあった４件の判定を実施しています。
その他には、昨年度も実施しました無料空き家相談会を６月１４日（土）と８月２日（土）の２回開催しております。各業界団体とつるおかランドバンク、市からは環境課と建築課が相談会で相談に応じております。６月、８月の相談件数は２０件と１６件でした。

最後につるおかランドバンクの事業報告をいたします。今年度のランドバンク登録が１２１件と昨年度より伸びている状況です。また、ランドバンク登録後に宅建業者へ引き継いだ物件が２３件となっており、その内５件が成約となりました。空き家管理に関する受託については昨年と同程度の件数となっています。
会　長：　何かご質問が有りましたらお願いします。

　　　　　無いようですので、空き家対策の状況についてはこれで終わります。
　　　　　では、その他で何かございますか。

委　員：　兵庫県の丹波の新聞に「空き家仲人始める」という記事が載っていました。自治振興会が田舎暮らし希望者の移住を促そうと「神楽空き家情報窓口」を自治振興会内に開設したというものです。空き家に関する情報を集めて提供するもので、賃貸借、売却等に関する具体的なことは当時者間で行い自治振興会は関与しないことから、スタッフは素人が行えるし、地元密着型として気軽に相談できるというものです。面白いと思いましてご紹介しました。

委　員：　リフォーム補助金も含めて空き家対策事業のＰＲと市民への浸透が進み、人口問題等の解決にも繫がるように、ランドバンクも一緒にやっていければいいと思っています。

事務局：　来年度も継続する事業ですので、さらにＰＲに努めていきたいと思います。

委　員：　鶴岡市の空き家対策は他自治体より進んでおり、積極的な対策を行っていると感じています。来年度の予算額を少しアップしていただいて継続的に進めていただければ非常に有難いと思います。
委　員：　年々空き家が増えていますが、空き家調査は毎年行っていますか。

事務局：　毎年調査はしていません。平成２２、２３年度に全市調査しましたので、次回調査を来年度に計画しています。
委　員：　学区単位で空き家相談会を実施したらどうでしょうか。
委　員：　町内会等の地元住民と市とを結ぶ仲立ちになりたいと日頃から思っています。

委　員：　相談したい方達の力になれるような団体があればいいと思います。
委　員：　中心市街地居住促進の指定区域について、昔の新興住宅地では高齢化が進んで空き家が増えています。指定区域外での利用希望の実態も現実にあることから、さらに次の区域基準も考えてほしいと思っています。

会　長：　他にありませんか。

無いようであれば、これで終了といたします。
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